【シナリオ案】

１　冒頭の場面　　いくつもの倉が池の向こうにそびえたち、その池には錦鯉が何匹もいる庭を徘徊する老いた父親　源蔵　の述懐
源蔵「母さんの49日も済んだ。この間はあっという間だった。でも先立たれたこの先、どうやったらよいのやら」と不安な　父親

そこに、実の息子　隆昭（たかあき）
「父さん、心配ないよ。ほら、妻　尚子（なおこ）が父からしたら嫁さんだから、父さんの介護に関する案を持ってきたから」

妻の尚子
「お父さん、安心して。ちゃんとした介護を提供できるよう準備するから。そのためには私、お父さんの養子になると共に、
介護に必要な費用を、お父さんの貯金から出してもらう必要があるの。その手続きのために、ここにサインと判子、ちょうだい」

と　土地や屋敷、更には墓まで処分してでも　介護施設への入居代と入居後の亡くなるまでの生活費や介護代・・・
しかも介護するのは尚子ではない　赤の他人が提供する・・・を捻出させ、かつ、夫隆昭と自分　尚子も　子ということで遺産はこの二人で半分が。
源蔵にはもう一人、娘のみどりがいたが、そのみどり　には遺留分である　1/6しかまわらなくて構わないという
自筆証書遺言となっていたのであった

→このあたり、わかりますでしょうか。
元々は　隆昭と　みどり　が　1/2　と　1/2　の分与でした。
そこに　尚子が　養子で入ったので、　それぞれ　1/3ずつ・・・隆昭家は　併せて2/3　へと財産分与が増えました。
更に　遺留分しか　みどりには　渡さないとすると、　みどりの遺留分は　1/3の半分の　1/6です。
これで残り　5/6もの財産を　隆昭家は　がめつく取れることになったのでした

→このあたり、図で、かつ　どこかで　紹介する必要があるかもしれませんがどうでしょうか。


もとい

源蔵　一瞬、怪しいと考えたが、妻の尚子が介護してくれるものと理解（誤解なのだが）したので、これでお気に入りの屋敷に住み続け、
好きな錦鯉にも毎日　餌やりが可能と期待して、つまりは　自分の将来への不安は片づけられるとの喜びが思考を停止させ、ろくにその文章を読むことなく
署名捺印をしてしまう。


２　ｘ日後
息子の隆昭と妻尚子、父　源蔵のもとに。
隆昭
「お父さん、お父さんの財産が　勝手に処分されたりしないために、家庭裁判所が斡旋する後見人をつけようと思うのだがどうだろうか？」
尚子
「お父さん、私も　介護する際、お父さんの財産を、第三者である後見人に監督して貰っていた方が安心よ。そしてこれだけの大きな家じゃない。
お父さんがどこで転んで怪我したり、怪我するだけならまだしも、入院とでもなったら、みどりさんの手前、不安だわ。より大きな安心のために、そうして欲しいの」
源蔵
「わかった」
隆昭
「今度、診察する医師が来るから、きちんと回答すると“後見人は不要”と判断され、全部、お父さん、身の周りのことをしないといけなくなるから、
すぐ答えられないようなことは“わからない”　“知らない”と答えてね」
源蔵
「わかった」

３　　数か月後たって
源蔵の元に　後見人（司法書士資格を持つれっきとした第三者・・・スーツには司法書士バッジを光らせてください）が来る。
後見人
「源蔵さん。後見人になる　荒川です。司法書士を持っています。貯金から生活費をおろすために、預貯金を預からせてもらいますね。」
源蔵、
「はい。嫁　　尚子の言っていたのはそのことですかね。何も最近、音沙汰ないが、キチンと対応していたのですね」と　喜びの表情を示す。
後見人荒川
「そうですよ。源蔵さんがされた遺言に従って、この大邸宅の売却から、今後入る老人施設の手配まで、全部、尚子さん、ちゃんと対応してくれていましたよ」

源蔵（驚きの表情にかわり）
「荒川さんでしたよね。何ですって？！　私、そんな遺言、した覚えがないのですが。。。」
後見人荒川
「源蔵さん、そうはおっしゃっても・・・ですね。すでにそちらが署名捺印された遺言書に従って、世の中、全部動いていますよ」

源蔵、署名捺印した「自筆証書遺言」の内容を確認してみたところ、大好きな錦鯉さえ　二束三文で売り払われることになっている遺言書に
署名捺印してしまったことを知り、愕然とする。

源蔵
「まさか！！！　　荒川さん、裁判してでもなんとかなりませんか？」
後見人荒川
「そういう場合はですね。民法973条に基づき、被後見人でも医師2人の支援他があれば、公正証書遺言がつくれますが・・・。
でも、尚子さんの言い分にも尤もなことありますので。転倒して怪我したら、打ちどころが悪ければあの世に行く方、年間、日本で
1万人近くいる時代ですし。介護もちゃんとした施設の方が安心という場合もありますからね。娘さんの　みどりさんは介護してくれないのですか？
みどりさんの意向も確認してみてください」

源蔵、みどりに確認したところ、みどりには　隆昭らからは全く相談なく、そういうことならと
　
みどり
「お父さん　私が　きちんと　遠距離介護だけど　通って介護することにしたら、家と鯉は大丈夫よ。
被後見人に対する医師2人の立会支援を行っている
『遺言時医師立会支援センター』も見つけてきたわ。遠距離介護に関しても相談に乗ってくれたわ。
2013年から支援されているのですって。」

４　文句をつけてくる　尚子（隆昭は、単についてくるような姿勢・・・第1作の動画に　画像を挿入する程度で良いかと）

（ここで　名台詞）
そ　　そんな！

「そう、損なことでしたね」

目出度しめでたし（第1作で　使える画を　使いまわせるのでしたらそれもご検討ください）。

どうでしょうか、　このシナリオ。

構成の校正を考えて、絵で　表現できるところは　表現することで、　わかりやすく、かつ　尺を短くするという二刀流を発揮してもらえたらと

ナレーターや声優は　前回と同じような渋い声の方々で、尚子だけは浮ついたキャラ声で　お願いします。

作成される動画の時間的長さや必要となる金額のご提示もお願い致します。
